
第177号【1】令和６年10月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

赤い羽根共同募金
じぶんの

町を良くするしくみ
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町を良くするしくみ
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発　行　小倉北区社会福祉協議会 小倉北区大手町１番１号 区役所３Ｆ　TEL（093）571-5452　FAX（093）571-9553

社協だより社協だより

困ったときはお互いさま

　『みんなが安心して暮せる
　　　支え合いのまちづくり』

今年も 10月 1日より、全国で一斉に赤い羽根共同募金が始まりました。
この町で集まった募金は、住み慣れたこの町の地域福祉活動に役立てられています。この町で集まった募金は、住み慣れたこの町の地域福祉活動に役立てられています。

みなさまの温かいご協力をお願いします。

期間　10月１日〜３月31日

公式ホームページやSNSで情報発信中！！



【2】第177号 令和６年10月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

赤い羽根募金は地域のために！
赤い羽根共同募金は、民間の運動として昭和 22 年（1947 年）に誕生しました。
当初は、戦後復興の一助として、福祉施設を中心に資金支援が行われていました。

現在では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮すことができるよう、身近な地域での「困りごと」
の解決のために活用されています。
小倉北区では、昨年度、自治会の戸別募金やイベント募金等により集められ、その 7割が区内の
福祉事業に分配され、その活動を支えています。また、一部は災害時のボランティア活動を支援する
準備金となり、被災地の復興支援にも役立てられています。

令和６年度令和６年度
赤い羽根共同募金実績赤い羽根共同募金実績
〈小倉北区〉〈小倉北区〉

広域的な社会福祉活動のために

災害時の活動支援するため

身近な地域の
福祉活動のために

6,071,0726,071,072円円

８％８％

21％21％

5％5％

66％66％

災害ボランティアセンターの設置・運営 多世代のふれあい交流

ランドセルカバーの贈呈

こどもたちへの福祉教育

共同募金運動を推進するため



第177号【3】令和６年10月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

　校（地）区社会福祉協議会が中心となって
「みんなが安心して暮せる支え合いのまちづくり」
を実現させるため『見守り』・『助け合い』・『話し合い』の3つ
のしくみを基本とした小地域福祉活動を進めています。
　平成 6年の活動開始から 30周年を迎え、今では北九州市内
全域の 155 校（地）区で、支援の必要な世帯を住民同士で
見守り支え合っています。

自分たちのまちを良くする仕組み　募金百貨店プロジェクト
赤い羽根共同募金と企業（店舗）が協力して企画した「寄付つき商品」の
売上代金の一部を寄付する仕組みが小倉北区でも広がっています。この取り
組みは企業側の社会貢献活動となるだけでなく、商品を購入された方にとっ
ても、間接的な寄付となり、自分のまちをより良くする活動に役立てられます。

次世代に福祉の心をつなぐウェルクラブ

あったか 見守り訪問活動 元気の源 サロン活動

地域の困りごとの 助け合い活動

～ふれあいネットワーク活動～～ふれあいネットワーク活動～

校区の未来を 話し合い

龍之介カレーを購入されると
１杯につき 30円が
小倉北区支会に寄付されます

瑠璃ズキッチンは、イベント出店を
中心にこだわりカレーの販売をしてお
り、売り上げの一部を寄付するほか、店
頭に募金箱を置き、共同募金の啓発にも
ご協力いただいています。

「瑠璃ズキッチン」の赤い羽根「龍之介カレー」

身近な地域の
福祉活動



【4】第177号 令和６年10月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。
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ボランティアと市民活動の秋の祭典！ボランティアと市民活動の秋の祭典！
北九州市社会福祉大会北九州市社会福祉大会  10/22（火）10：00～10/22（火）10：00～
ボランティアウィーク2024ボランティアウィーク2024  10/22（火）～10/26（土）10/22（火）～10/26（土）
ウェルとばた秋まつりウェルとばた秋まつり  10/26（土）10：15～  inウェルとばた10/26（土）10：15～  inウェルとばた

------------------ 同時開催のボランティアイベント ----------------------------------- 同時開催のボランティアイベント -----------------
　　●フードドライブ●フードドライブ

１カ月以上の賞味期限のある保存食品（未開封の缶詰・調味料・麺など）を１カ月以上の賞味期限のある保存食品（未開封の缶詰・調味料・麺など）を
ご提供ください。ご提供ください。子ども食堂などで活用します。子ども食堂などで活用します。

　●おもちゃ病院　●おもちゃ病院
壊れたおもちゃ（ゲーム機を除く）をおもちゃドクター（ボランティア）が壊れたおもちゃ（ゲーム機を除く）をおもちゃドクター（ボランティア）が
治療してお返しします。※部品代のみ実費治療してお返しします。※部品代のみ実費

持込先：小倉北区社会福祉協議会 受付期間：10/22（火）～25（金）持込先：小倉北区社会福祉協議会 受付期間：10/22（火）～25（金）
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第177号【5】令和６年10月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

ひまわりねっと
第 57 号

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

シルバーひまわりサービス　ボランティア募集！シルバーひまわりサービス　ボランティア募集！

日　時：令和６年11月15 日（金） 14：00～16：00
会　場：北九州市立男女共同参画センター・ムーブ

５階小セミナールーム（小倉北区大手町11-4）
対象者：65歳以上の北九州市民
参加費：無料　
定　員：30名
申込方法：１１月１４日（木）までに

FAX、電話、郵便にてお申込み下さい

65歳からのボランティア入門講座

小倉北区ボランティア・市民活動センター
〒803-8510　北九州市小倉北区大手町1-1
TEL・FAX：093-562-2051

問合せ・申込み先

介護支援ボランティア登録研修会介護支援ボランティア登録研修会

　65歳以上の方が特別養護老人
ホームなどの介護保険施設等で
ボランティア活動を行った場合に
ポイントを付与し、貯まったポイ
ントを換金又は寄付することがで
きる事業です。

介護支援ボランティア事業とは 

　富野校区のウェルクラブでは、目が見えな
いってどういうことなんだろう？について学
ぶきっかけとして、点字を
打つ体験を行いました。こ
どもたちは「きれいに打た
ないと目が見えない人が分
からないかも」「もっと点
字を覚えたい」と、点字盤
を使って一文字ずつ丁寧に
打ち込み、できあがった紙
をシールや絵で飾って素敵
なしおりに仕上げました。

点字でしおり作り体験点字でしおり作り体験

　北九州市社会福祉協議会では、公共交通機関等を利用して外出することが困難な高齢者の通院をはじめと　北九州市社会福祉協議会では、公共交通機関等を利用して外出することが困難な高齢者の通院をはじめと
する日常的な外出を支援し、在宅福祉の充実を図るシルバーひまわりサービスを行っています。する日常的な外出を支援し、在宅福祉の充実を図るシルバーひまわりサービスを行っています。
　この送迎サービスはボランティアの方々が無償でそれぞれ時間を調整してご協力いただいています。　この送迎サービスはボランティアの方々が無償でそれぞれ時間を調整してご協力いただいています。

運転ボランティア
【資格】
•	75歳以下
•	福祉有償運送運転者
	研修の受講が必要
	（二種免許取得者免除）

同乗ボランティア
【資格】
•	18 歳以上の方なら
　どなたでも

池之上　誠さん
自分のペースで約30年続けています。
利用者さんとの会話は勉強になること
が多く、とても楽しいです！

田村　哲伸さん
スタッフも利用者さんも良い方達ばかりで、気持ち
よくボランティアができています。
「ありがとう」と言われるとやりがいを感じます！

ボランティアを希望する方は体験乗車をおすすめしています。ボランティアを希望する方は体験乗車をおすすめしています。
まずはボランティアセンターへお気軽にお問い合わせください。まずはボランティアセンターへお気軽にお問い合わせください。

詳しくはこちら→



【6】第177号 令和６年10月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

●村上誠　●森田愛子　●天本克己　●池田明子　●髙内雪乃　●藤壷元子　●宮地あや子　●桑原仁　●吉田孝子　●杉原剛
●松岡しづか　●恵本康雄　●伊藤昭人　●山下政枝　●千々和一美　●松本洋　●臼木勝良　●臼木栄子　●田中美智子　
●足立地区民生委員 ●米町地区民生委員　●中井校区社会福祉協議会　●エメラルド仲良し会　●サンカルナ小倉大手町　
●あおぞら美容室　●㈲到津幌製作所　●㈱天満屋九州支店　●清水建設㈱　●南小倉市民センター　●足立市民センター　
●清水市民センター　●教育委員会学校支援部学校保健課、施設課　●小倉北体育館　　　　　　　　　　（敬称省略・順不同）

使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！
ボランティア・市民活動センター（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください

　日常的に手話を使う方と手話を学び始
めたボランティアさんたちが、サロンで
手話講座を行いました。手話は初めての
参加者も、名前やあいさつなどを指文字
や手話にして楽しく過ごしました。

いただきました古切手、プルタブは換金し、地域福祉活動を推進するために役立てられています。

収集ボランティアをしませんか？

　日鉄ケミカル＆マテリアル㈱九州製造所は、社員住宅が中井校
区の町内会に加入しており、労働組合としては地域のイベント行
事を共同開催するなど、地域活
動に長年貢献されています。
　コロナ禍の影響により交流
活動等の開催が見送られるな
か、何か自分たちにできること
はないかと、組合と北九州地区
青年部の皆さんが力をあわせ、
プルタブ収集ボランティアに
取り組み、集まった多くのプル
タブ（51.38kg）を中井校区
に寄贈されました。

企業の地域貢献 日鉄ケミカル＆マテリアル労働組合 
北九州地区 青年部「得意」を活かしてボランティア活動

ご協力ありがとうご協力ありがとうございますございます
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